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～校 訓～ 「立志 善心 叡智」

～学校教育目標～
｢学び合い 支え合い 高め合い｣

10月30日(金)、新しい生徒会役員を決め
るための立ち会い演説会及び投票が行われ、
新しい生徒会長、副会長が決まりました。

<生 徒 会 長> 小山田
<生徒会副会長> 三浦 、阿部

今回の選挙では、会長に
3名、副会長に8名(男子4
名、女子4名)の立候補者
が出る大激戦でしたが、何
よりも西仙北中を引っ張っ
ていきたいという強い意欲
をもっている生徒の多いこ
とに感激しました。
この日の立ち会い演説会

での立候補者や責任者の話
を聞いて、新しい生徒会執
行部も、明るく元気で、全
校生徒が「心寄せ合える」
生徒会をつくりあげてくれ
ると確信しました。3年生
も後輩たちの堂々とした演
説を聞いてさぞかし安心し
たことでしょう。
新生徒会の盛り上がりが

今から楽しみです。

10月24日 (土 )、
新しくなった大綱交
流館を会場に大仙市
芸術文化協会西仙北
支部50周年記念式典
が行われ、本校の吹
奏楽部がオープニン
グセレモニーで大仙
市民の歌、県民歌、
そして旧西仙北町町
民歌の伴奏をしてく
れました。伴奏とは
言うものの、当日は
コロナ感染予防のた
め、参加者は歌うこ
とができませんでし
たが、西仙北町の町民歌が演奏されると、
懐かしさについつい口ずさむご年配の方も
おられました。
また、式典後の公演では、本校生徒も参

加している｢刈和野大綱太鼓｣の演奏もあり
大変盛り上がりました。
なお、今回の式典では、これまで生徒の

作品等を展示会にたくさん出品してくれた
ということで、西仙北中学校に特別賞が贈
られましたことをご報告いたします。

11月1日(日)、新し
くなった大綱交流館を
会場に｢第9回吹奏楽
部定期演奏会」が行わ
れました。ご存じのと
おり、今年はコンクー
ルの中止や夏のボラン
ティアコンサート、小
学校での音楽教室がで
きなくなってしまいま
したが、吹奏楽部の皆
さんはそんな悔しい思
いを振り払うような素
晴らしい演奏を披露し
てくれました。
また、会場には保護者の皆さんはもちろ

ん、西仙北中生や卒業生がたくさん駆けつ
けてくれ、吹奏楽部の皆さんも観客の多さ
にとても喜んでいました。
特に3年生は受験生にもかかわらず部活

動を続けてきてくれましたが、この経験は
これから迎える辛い時期にもきっとプラス
になってくれると信じています。
吹奏楽部の皆さん、心寄せ合った素晴ら

しい演奏ありがとうございました！

11月2日(月)、３年生
の保護者の皆さんを対象
にした｢進路PTA｣が行
われました。この会は、
先日、県の教育委員会か
ら出された県立高校入学
者選抜の実施要項につい
ての説明が主な内容で
す。
3年生の保護者の皆さ

んにとって、お子さんの
進路については本当に気
がかりなことだと思いま
す。特に今年はコロナ禍
での入試になると予想されますので、心配も
なおさらではないでしょうか。
季節も秋から冬に向かっており、3年生の

皆さんの授業を受ける眼差しも日ごとに真剣
味が増してきました。いよいよ受験シーズン
に突入したな、という思いです。
西仙北中では、3年部の先生方だけではな

く、全校体制で3年生を応援していきたいと
考えています。お子さんの進路についてご不
明な点等ございましたら、遠慮せず学校にご
連絡いただきたいと思います。

ホームページ･ブログもご覧ください(随時更新)



11月9日(月)、指導
主事の先生2名、さら
に秋田修英高校の先生
3名をお迎えし、3年
A組の特別活動 (学級
活動)を参観しての授
業研究会が行われまし
た。
今回の授業は｢地域

を見つめ、自分の将来
について考えよう｣と
いうテーマで、西仙北
地域や秋田県だけでは
なく、東北地方や東京
・大阪などの大都市圏
に住むメリットやデメ
リットも比較しながら
の話合い学習でした。
3年A組の皆さんは、

参観者がたくさんいる
中でも動じることな
く、いつもの授業と同じように、堂々とした
発表、しっかりと話を聞く姿勢、真剣に話し
合う様子など、どれをとっても立派で、参観
されている先生方も大変感心されていまし
た。
A組の皆さんは、今回の学習を通して地域

のよさを再確認するとともに自分の将来につ
いても考えるよい機会になったと思います。
西仙北中では今後も定期的に授業研究会を

行い、さらなる授業改善に努めていきたいと
考えています。

本校では、子どもたち
一人一人にできるだけき
め細かい対応をしていく
生徒支援のために、加配
の先生を配置いただいて
います。その状況を視察
するために、11月5日
(木)に、県教育委員会か
ら３名、市教育委員会よ
り1名の先生が訪問して
くださいました。
4名の先生方は、はじ

めに3校時の授業を一巡
されましたが、子どもた
ちの楽しく、そして真剣に学習に臨む姿に感
心されていました。また、子どもたちの活躍
場面を紹介する校内の掲示の多さにも大変驚
かれていました。
本校の子どもたちは明るく、素直ないい子

ばかりですが、自分に自信をもてなかったり、
積極的に活動したりすることが苦手な生徒も
見られます。今回いただいたアドバイスをも
とに、さらに全校生徒が生き生きと充実した
学校生活を送るための支援をしていきたいと
思います。

11月11日(水)に、新
しい生徒会役員及び執行
部、各専門委員長、学級
委員長･副委員長の認証
式が行われ、次の皆さん
が任命されました。

<生徒会執行部(会長･副会長を除く)>
小笠原 (2A)、和田 (2A)
菅原 (2B)、佐々木 (1A)
菅生 (1A)、俵谷 (1A)、佐藤 (1B)
髙橋 (1B)、宮越 (1B)

<専門委員長>
生 活 委 員 長：信田 (2A)
保健給食委員長：伊藤 (2A)
文 化 委 員 長：菅原 (2B)
環境整美委員長：佐々木 (2B)
放 送 委 員 長：齋藤 (2B)
図 書 委 員 長：吉川 (2B)
体 育 委 員 長：髙橋 (2A)
購 買 委 員 長：小野 (2A)
ＪＲＣ委員長：小松 (2B)

<学級委員長、副委員長(副委員長は男女１名ずつ)>
１Ａ：佐々木 、太田 ・畠山
１Ｂ：富樫 、菊地 ・佐藤
２Ａ：小山 、高橋 ・齋藤
２Ｂ：伊藤 、小木田 ・天野
３Ａ：佐々木 、斎藤 ・渡部
３Ｂ：三浦 、佐藤 ・加藤

学校や学級のリーダーは決まりましたが、
リーダーが自分たちのために何をしてくれ
るのではなく、「自分が学校や学級のために
何ができるか」を考
えることが大切で
す。これからも生徒
が「心寄せ合える」
学校･学級を目指し
てほしいと思いま
す。

○第83回秋田書道展覧会
半紙中学生の部１年 三等 佐々木

○第22回秋田県中学校秋季バドミントン大会
男子シングルス 準優勝 佐々木

○第37回秋田県空手道少年錬成大会
中学1年生女子個人形 第１位 佐藤
中学3年生男子個人形 第１位 太田

大仙市内中学生の作品７５４点の中から
６点のみの入賞ですが、その中で西仙北中
生の作品3点が入賞する快挙です。おめで
とうございます！
<優秀賞> 斎藤 （3年）
「核を捨て 創ろう守ろう 未来の平和」

<佳 作> 佐藤 （2年）
「私たち 核より 青い地球を 求めます」

<佳 作> 富樫 （1年）
「核１つ 失うものは 数知れず」

(後ほど市の広報に掲載される予定です)


